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　目的　3年陥れ↑コ1ヒんど毎日着用t るという、特殊塚捉眼であろ客旅弥･|眠､こ-7 いT、

を公的、放育的、任冷的, 衛生的等、今方面ゐヽら竣討寸ろこと左目的と-tろ．既こ、営巣

制眼に対-f る教師の隻^については麗表したのて≒本碑漉丿*. 毬偉および保護着の．制限、

＼-対寸ろ竟識について、おJ ￥友生活[こついて調査し, 琳討しす-、

　方宏　東京聯向金成の, '/i江・私立■ 国in.の中啓才iヽよが｀高枚・、生徒およ引呆誰老き:対

象に. 郵也戎了ンケート淑により調査金行、た．有効回答者敷n、呼学升

男子6ぢ6烏、す子りi菊、計1 5竹角T"、保護かい2.06 力t゛あっt--.

　結粟　制販にっいT、生徒虚､ま､（mい- < <. 機能的･ 活動白吋’俗く. * ､､じ地もよ<.

ない、し匂｀し経玲6りて自あろし. ゆ要であり、^t子きである．*'i服l*イメーダガ｀e|-（、個性も

表わせ硲く、センスt賀てないヵ二味生らしい気持ちになれろ．制服l李非行防よヒlこなら尽

い力-".家手俗眼裴をしたいと.も馬わない．ブレザーよ').セーラ一脈や鉢め九ソ^-l?-い）

と考えてぃる、　また、白今ｶﾘ$ ている制眼じついてば､（制眼iこ対すろ規則I* やや厳しく、

そうt'ぶい方が4.い. 手入れ･よ面側で, 刄はやで寒く、特､-夏ぽ鳶い）｀と考えていろ．

　保護若漣.i*. ま徒痙以上ゆ、（制服･ふ我､変格廣的であ'). 必要rあろ．ま芦、制服it明ろ

いイメーゾぞ眺一美が｀あり、非行防止に採血ちヽ5一供の屡旅を誇り､こ恩え-5し. 冰手塚匯

餐､孝Tjせたくな､､･ヵヽ､;、、応琴である）と考も‘乙いる．

　漱生活一一械･こｰつヽ’て1紅主徒ま･ま､（服装I-陥､ぐを梼つ=.とは1をい争で、ファッy 3ンに

蛸･ヽりヽ･'あろ.個性が大切で’、眼侍加分で形々邑でM（r.?.o.t考えて着% .）としてい吝．

B 148 顔色の分頬　　分九反射率・主成分分杵

椙山女学fi大衣紋　○加鳶雪枚　椙山藤子

　邑的　顔の邑i日限敦色延延上重零な一要衆と'd;る.日本人I&無色ペJi%. と言われているt^'

膚の色に･削固人参がある，この研究・@的,a顔の色を分蜻し　威服乙の色調和と為えi負

料剔誉ることごあるが.　まず港,蔵的な検討々ヽら始のること乙にて. そこでtt子大生のIP-色

と分九剥色レ　主成分分析£行い，そ(71 血成分£抽出ずる. そして化粧の肩旅. 劃支部位

に*る主)5＼分の比較検討を行。r-.

　応法　高進分九色も計£恨用して　薦色の分几反射率を4-00 ～'jOOntn 心摸長範囲で*] 定

しj--..枕瞼烏is本常々生であ･) .化粧・肩煕別I'.ふ々卵忌とi Z. 験，頬の2部位tail

定し恥。けMの色の分光反射率を携成す５主｡成分£化粧の-I .化粧刄L の斯，蜻別,-.抽出i.

分九反射率J:玖型耗登のっヽ几b で･表示するμのに　得ら'I- Tリ0 nm fei隔, 3 1痕長咲の分化

反射率デしダ- を用ヽヽ-て主｡成分分析い卜ヽ，固肩へ■ 7トJしを算出し匹　この峰。基準iC i

へ7" －?一口史用しに。

　勅果　化粧色しひ，UヽヽヽA の顧の茅１主成分は波長400 ～7叩回にりrこっr　固肩A"

7 I- )レ･5一定値£示す。茅2 主成分ご,ま5§0 Kim　4 で一定値£if.ト　これ以降ﾝ欠第に低

下す5.茅３主成分で〕Ｊ 400～500 y＼vnの範囲で徐々に下降レついべ急散に5S0 nm

A で低下レその後, ら4-0 nm に向って急上昇I て一足値と≪ る。茅3 主成分I; での累積

斉与率･a 99,0)吻とある。化粧Sヽしcﾌ)煩･寸茅２主成分で額・場外と劈■) . 旨波長。ヽら長波

長,て向っZ .直線的に低下す1).化粧をし７、ヽる顧　頬・場合共i;茅２主成分I; 几ヽヽヽ乙

化粧a:しの顧乙爰異が外bれ500 nmに極ﾉヽ値が認めbれ≒


